
  

 

 

「一般乗合旅客自動車運送事業の路線一部廃止届出に係る意見聴取結果」の公表について 

 

道路運送法第１５条の２に基づき、鹿児島交通株式会社及び南国交通株式会社から届出があ

った一般乗合旅客自動車運送事業の事業計画変更（路線一部廃止）届出に係る関係地方公共

団体に対する意見聴取を行いました。 

意見聴取結果は以下のとおりです。 

 

  



  

一般乗合旅客自動車運送事業の路線一部廃止届出に係る意見聴取結果について 

  

ア 届出の件名及び番号 

    一般乗合旅客自動車運送事業の路線一部廃止届出   

公示番号：九運公第９６号 

事案番号：鹿５廃５、６（鹿児島交通株式会社）  

       鹿５廃７  （南国交通株式会社） 

 

イ 意見聴取の日時及び場所 

  令和５年１２月２２日（金）  

福岡合同庁舎新館 九州運輸局 １０階 ヒアリング室 

  

ウ 出席し、又は意見を記載した書類を提出した被聴取者の氏名 

 

【鹿児島県】 

 鹿児島県総合政策部交通政策課長 鈴木 圭祐 

【鹿児島市】 

 鹿児島市企画財政局企画部参事（交通政策課長） 児玉 博史 

【枕崎市】 

 枕崎市企画調整課長 日渡 輝明 

【南さつま市】 

 南さつま市総務企画部総合政策課長 大倉野 格三 

 

エ 陳述の要旨 

 

【鹿児島県】 

(1)バス対策協議会・鹿児島交通（株）との協議内容 

・運送事業者、関係自治体より要望がなかったことから、鹿児島県バス対策協議会は開

催していない。 

 

(2)関係自治体の意見及び路線廃止に対する代替交通 

・鹿児島市（鹿５廃５、７） 

廃止対象とされている常盤地域のバス路線は、地域住民の交通手段として重要な役割

を担っていることから、住民からは移動手段を確保してほしい等の意見があり、廃止さ

れた場合、その影響は避けられないものと考えている。 

その他地域のバス路線は、コミュニティバス等の代替交通手段が確保されていること

などから、地域に与える影響は小さいと考えている。 

代替交通手段として、常盤地域では乗合タクシーの拡充を検討しており、運行事業者

等と調整中。その他地域では近隣をコミュニティバス等が運行しており、代替交通手段

の計画はない。 



  

 

・南さつま市（鹿５廃６） 

川辺高校から要望が来ていないので、他の路線バスでの対応で足りると考えている。 

地域住民等からの意見は特になかった。 

 

・枕崎市（鹿５廃６） 

市からの意見は特になし。 

 

・霧島市（鹿５廃７） 

中学校の生徒が当該路線を通学に利用していたが、代替交通手段として、スクールバ

スを運行することにより、当該生徒の通学手段を確保したことから、廃止による地域へ

の影響は極めて限定的であると考える。バスをはじめとする旅客運送サービスの需要の

縮小に伴う交通事業者の経営の悪化や運転者不足の深刻化により、路線バスの維持・確

保がますます厳しくなる状況の中、当該路線の廃止はやむを得ないと考える。 

 

・鹿児島県としても、各市において代替手段の検討、又は代替手段が確保されているこ

とから、廃止についてはやむを得ない。 

 

(3)廃止予定日の繰り上げの是非 

・各市とも令和６年４月１日からの代替手段等への切替の実施や、住民への周知等に期

間を要するため、廃止予定日繰り上げは「否」。 

 

【鹿児島市】 

(1)地域協議会（バス対策協議会）・運送事業者（鹿児島交通株式会社及び南国交通株式会

社）との協議内容 

・本件については、令和５年９月に運送事業者から、一部路線を廃止する旨の説明を受

けた。 

・運送事業者において、既存の代替交通手段がない常盤地域などの地域住民に対し、バ

ス路線が廃止されることとなった経緯や廃止の時期等について、事前に説明が行われて

いる。 

 

(2)自治体や住民等の意見 

・廃止対象とされている常盤地域のバス路線は、地域住民の交通手段として重要な役割

を担ってきており、住民からは、移動手段を確保してほしい等の意見があり、廃止され

た場合、その影響は避けられないものと考えている。 

・その他地域のバス路線は、本市のコミュニティバス等の代替交通手段が確保されてい

ることなどから、地域に与える影響は小さいと思料される。 

 

(3)路線廃止に対する代替交通の計画 

・常盤地域においては、代替交通手段として、乗合タクシーの拡充を検討しており、現

在、運行事業者等と協議中である。 

・その他地域については、近隣を本市のコミュニティバス等が運行しており、代替交通

手段の計画はない。 

 



  

(4)廃止予定日の繰り上げの是非 

・廃止予定日の繰り上げの可否については、路線廃止区間となる住民への周知等を考慮

し、否と考える。 

 

【枕崎市】 

(1)地域協議会・運送事業者との協議内容 

枕崎市地域公共交通活性化協議会という協議会で、公共交通について会議を行ってい

る。 

協議会内では、今回の廃止について、協議は行っていない。今後、第３回の協議会の開

催を予定しているため、その中で、委員への報告を行う予定。 

 

(2)自治体や住民等の意見 

特になし 

 

(3)路線廃止に対する代替交通の計画 

検討中。路線はスクールバスの範囲内であるため、今後は、自転車等での通学の検討を

依頼する。 

 

(4)廃止予定日の繰り上げの是非 

否 

理由：通知の時間等を考えた際、現在の予定日で問題ないため。 

 

 

【南さつま市】 

(1)自治体や住民等の意見 

・運転手不足や利用者減少等で路線維持が困難であれば、やむを得ないと考える。 

 

(2)路線廃止に対する代替交通の計画 

・川辺高校への通学については加世田～知覧線で代替すると伺っている。 

 

(3)廃止予定日の繰り上げの是非…非 

・利用者への周知を十分に行う必要があるため、廃止日の繰り上げは認められない。 

 


